
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成 29年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

事 業 効 果  

 

事業名 松本地域出産・子育て情報発信事業 

事業主体 

（連絡先） 

松本地域出産・子育て安心ネットワーク協議会 

（松本保健福祉事務所総務課 ℡0263-40-1937） 

事業区分 (２)保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,724,992円（うち支援金：2,179,000円） 

【広報用カード】 

 

①  薬局等の協力により、妊娠検査薬の売り場等に広報用

カードを設置してもらい、妊娠の初診は健診協力医療機

関を受診してもらうよう周知した。松本地域の出産シス

テムを知らない者は未だ多いため、妊婦に対する直接的

な情報発信により効果が見込まれる。 
 

②  公開講座では人気講師の蛯原英里氏が２週間程前に松

本市内で同様な講座を開催したこともあり、集客数は目

標を下回ったが、産科医療の現状と当協議会の取組、出

産・子育てに関する情報発信、相談会の内容等について、

参加者の満足度は高かった。 

   ラジオ版公開講座は、ＳＢＣ番組では聴取率 3.5％で

約 70,000人が２回聴いた計算となり、幅広い世代への情

報発信となった。 

   パンフレットも好評で、様々なイベントや市村窓口等

で配布した。 

   共通診療ノート改訂版も医療機関や妊婦に好評であ

り、松本地域の出産システムを支える重要なツールとな

っている。 

分娩医療機関が減少しお産ができる体制が危機的な現状

において、産科医療体制の維持・確保を図るため、松本地

域の出産システムや当協議会の取組みについて、地域住民

の理解を深め協力を得るために情報発信事業を実施した。 

 

・松本地域の出産システム等を広く周知するための広報用カ

ードを作成し、薬局・市村等へ配布： 20,000枚 

・出産・子育てに関する相談会形式を取り入れた公開講座の

開催：11月 19日、安曇野市豊科公民館、約 270名参加 

・ラジオ版公開講座の開催：10月 30日（エフエムまつもと）、

10月 31日・11月 9日（ＳＢＣラジオ）で放送 

・産科・小児科医師の厳しい現状等を周知するパンフレット

を印刷し、市村等へ配布：3,000部 

・共通診療ノートを印刷し、市村を通じて医療機関へ配付 

：2,200部 

 

 

【公開講座『未来へつなぐ、未来とつながる』】 

 

① 松本地域の出産システムにつ

いて周知し、分娩医療機関の負

担を軽減し、産科医療体制の維

持・確保を図る。 

② 産科医療の危機的な現状と本

協議会の取組について、若者、

妊婦、子育て世代をはじめ幅広

い世代に情報発信し、地域住民

の理解と協力を図る。 

 

 【目標・ねらい】 

 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

  

今後の取り組み  

 
 
 
 
 

 

※自己評価【Ｂ】 

【理由】薬局等の協力により広報

用カードを配布し、直接妊婦等に

情報発信することができた。また、

公開講座、ラジオ、パンフレット、

共通診療ノートにより、より多く

の住民に産科医療の現状と取組に

ついて周知することができた。 

作成した広報用カード、パンフレット等を活用し、薬局・

市村窓口・関係機関・各種イベント等において、引き続き情

報発信に取り組むことにより、地域住民の理解を深め、松本

地域における産科医療体制の維持・確保を図っていきたい。 


